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行軍：ニヨル血液像，殊二核型ノ獣化＝就テ

金澤馨科大學病理學教室（杉山敏授指導）

長  澤  太  郎
  Tarb 7Yagasawa

（金澤憲兵分隊樵閲濟）

（昭和18年5月8日受附）

内 容 抄 録

 健康ナル兵士ヲシテ概ネ1時間4km．ノ速度ニテ種

kナル行軍（夜間行軍，¢日行軍，終日行軍，宿泊行

軍）ヲ實施セシメ行軍直後ソノ白血球像ノ璽化ヲ梅セ

ルニ，短距離ノ行軍ニチハ中性嗜好性白血球百分牽ハ

減少シ淋巴球百分率ハ壇加ろルモ，長距離ノ行軍ニチ

ハ前者ン・増加シ後者ハ減少シ，ソノ愛動ノ境界ハ概ネ

10km・ナルヲ認メ，「エオジン嗜好性白血球，盤基嗜

好性白血球及大軍核球ノ百分率ハ短距離行軍ニチハ増

加，長距離行軍ニチハ減少ノ傾向ヲ示シ，李均核激ハ

概ネ憂化ヲ呈セザルコトヨリ，斯カル状況二於ケル白

血球像ノ攣動ハソノ圭因ヲ軍ナル白血球ノ移動（Ver－

schiebung）二露スペキヲ主張シ， Egroff氏／第2相ヲ

十二非核移動型ト核移動型二分ツ可ギヲ提唱シ，且ツ

1時間4km・ノ行軍速度ハ行軍衛生上極メテ有盆ニシ

テ，概ネ10km・迄ノ行軍ノ連償黒眼ハ保健上県盆ナ

ルモノト思考セリ．

    緒 言

第1章 研究方法

第2章研究成績

 第1節 夜間行軍二就テ

  第1項各種白血球百分率ノ攣化

  第2項 中性嗜好性白血球核型ノ愛化

 第2節 牛日行軍二就テ

  第1項 各種白血球百分率ノ愛化

  第2項中性嗜好性自血球核型ノ璽化

目 次

 第3節終日行軍二就テ

  第1項 各種白血球百分率ノ饗化

  第2項 中性嗜好性白血球核型ノ攣化

 第4節宿泊行軍二就テ，

  第1項各種白血球百分率ノ愛化

  第2項中性嗜好性白血球核型ノ饗化

  第3項 小 括

第3章 総括並二考按

    結 論

緒 言

 蓮動ノ血液像＝及ボス攣化二就テハ古來幾多

ノ研究存スルモ，行軍ノ白血球像，四二核型二

及ボス攣化二就テハ極メテ勘シ．

 余ハ鯖江陸軍病院衛生兵二就キ昭和13年ヨリ

      ら同17年二心ル5ケ年二亘リ種々ノ行軍ヲ實：施セ

シメソノ白血球像，四二核型二二ボス攣化ヲ追

求スルノ機會ヲ得，聯力知見ヲ得タルヲ以テ鼓

二報告シ諸賢ノ叱正ヲ仰ガントン～．
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24 畏 澤

第1章 研 究 方 法

 健康ナル鯖江陸軍病院衛生兵ヲシテ種々ノ行軍ヲ實

施セシメ，各行軍直前及直後ソノ耳朶ヨリ探血シテ塗

抹標本ヲ作製ジMethylalkoho1ニテ固定Giemsa液染

色ヲ施シテ検鏡セリ．

 行軍ノ種類亜二距離ソノ他ノ詳細ハ≡欠ノ如シ．

1．夜間行軍

 行軍距1離 7．2km．

 歯序年月日 昭和16年8月24日

 出護地 武生  到着地 日野山山麓

 出叢時刻午後7時30分  到着時刻午後8時50分

 天氣 晴，回歴□□［コmm，氣淵□［］□。C，淑度口

蓋％，風速□［コm／sec

2．当日行軍

 行軍距離 1Ωkm・

 實施年月日 昭和17年6月26日

 出錦地 鯖江陸軍病院一到着地 新堂

 出護時刻 午煎8時  到着時刻 午前10時30分

 天氣 雨，1雫均氣歴ロロロmm，氣温□□□。C，澱

度自白％，風速口□□m／sec，雨量［コ［］mm，日照時

疫白白時間

3．終日行軍

 行軍距離 35．5km．

 實施年月日 昭和15年5月23日

 出護地 鯖江陸軍病院 到着地 杉津

 出歯時刻 午前7時  到着時刻 午後4時30分

 天蓋 晴，ZF均氣屋□□［コmrn，氣温［1［コロ。C，濾

度□□％，風速臼□m／sec，日照時数□□［コ時間

4．宿泊行軍

 實施年月日 自昭和13年11月23日

       至同  年同月25日

 第1日
  fテ軍蜜巨離  29．5km．

  出動地 鯖江陸軍病院  到着地 川尻

  出組時刻 午前8時  到着時刻 午後4時30分

  天氣快晴，平均氣屋□［1［］mm，氣温□□。Ct

淑度□［ゴ％，風速〔］ロ［＝m／sec，日照時敷□□時間

 爾途中少シク急行軍ヲナシ閏護地ヨリノ距離20km・

 ノ地黙二於テ槍血ヲ尚1回實施セリ．

 第2日

  行軍距1離 15km．

  出護地 川尻  到着地 蒲生

  出盛時刻午前9時30分前到着時刻午後2時30分

  天氣 曇，4s露霜座［コロロmm，氣温口□。C，

 淑度盛口％，風速□□□m／sec，日照時数南外時間

 第3日

越 行軍距離 26・5km・

  出護地 蒲生  到着地 鯖江陸軍病院

  出一酸時刻 午前8時  到着時刻 午後3時40分

  天氣曇後雨，ZF均氣飛信［］mm，氣温［コロ。C，

 淑度□〔］％，風速〔］口m／sec，降水量□□□mm，

 日照時数□□時間

 行軍時ノ服装ハ軍装トシ（鐵帽ヲ除ク）夏衣袴下装被

服着用シ防毒面ヲ携行，背嚢入組品ハ遺習袴下各1，

靴下2，兵器被服手入具若干，敢程日用品類若干，携

幣ロ糧甲1日分ニシテ，夫々小銃又ハ携架準縄土嚢類

ヲ携行セリ．但シ夜間行軍二於テノミハ背嚢及小銃：又

ハ懸架類ノ携行ヲ除外セリ．

、而シテ各行軍r際シテ躍動自ラ指揮官トシテ部隊ヲ

指揮シ，行軍速度ハ概ネ1時間4km・，50分行軍毎二

10分ノ小休止及叢食時1時間乃至1時間宇ノ大休止ヲ

行ヒ，行軍衛生ノ萬全ヲ期シタリ．

 血液像ノ樵査ニハ塗抹標本ノ略中央部二於テ可動性

載物蔭ヲ前職端ヨリ端マデ動カシ，覗無二現ハレタル

白血球200個ヨリ各種白血球百分率ヲ領脚，中性嗜好

性白血球核分葉数ハ同細胞100個ヨリCook－1’onder一杉

山回多難均核分葉数ヲ舗設タリ．尚核分葉敏ノ算定ハ

連結国富ヨル眞性分葉ヲノミ算定シ部チ寒天オスミウ

ム酸二依ル所謂傑準法ニヨレリ．

第2章 研 究 成 績

第1節 夜間行軍（行軍距離7・2km・）二就テ

   第1項各種：白血球百分率ノ二化

夜間行軍ニヨル各種白血球百分牽ノ攣化ハ第

1表ノ如シ・

帥チ

 1．中性嗜好性白血球百分率

全例三二減少シ（最高17・5％，最：低1・0％），

ソノ亭均二於テモ行軍前59．31％ナリシモノガ
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行軍ニヨル血液像，殊二核型ノ攣化二就テ 25

第1表  夜間行軍二於ケル各種白1血球百分率ノ二化

白   血   球  ’百   分   率
番號一1｝2

姓 嗜白

R血
ｫ球

差

 一n白工血熱球

差

嗜性球盟白基血

差

淋巴球

差
大球
R核 差

渡 邊
58．0

S5．5

2．0

R．5
｝＋・・5 0．5

O0ユ．0

36．0

S8．0

3．5

R．0
1一・・5

杉 山
65．5
U3．0

4．5

R・9
｝一・・5 ｝＋1・・ 29．5

Q8．0

0．5

T．0
｝＋4・5

大 塚
53．0

R5．5

、｝一17・5 2．0

P．0

01．0

｝＋… 42．5

T6．0

2．5

U．5

竹 村
62．5

UQ．0
ト2・5 1．5

Q．0

1．5

O．5
ト… 31．0

R3．0

／＋13．5」 一 一

p＋2・・ 3．5

S．5
｝＋1・・

佐々木
52．5

T1．5
1：1｝＋・・5

00

｝ ・ 33．0

R4．0

8．0

U．5

◎｝一・・5

吉 野
58．0

T4．0
ト4・・  iQ．5

S．0
ト・・5 8 ｝ ・ 37．0

R7．0
｝ ・ 2．5

T．0
｝＋a5

畠 山
67．5
Tコ．5

｝L・6・・ 3．5

Q．5

0．5

O．5

27．0

S0．5

1．5

T．0
｝＋3・5

山 田
57．5
T2．0

｝一5・・ 1．5

T．0
｝＋3・5 0．5

P．0
｝＋・・5 32．5

R6．5
｝＋4・・ 8．0

T．5
｝一2・5

李  均
59．31

T1．63
｝一7・68 3．00

R．63

｝＋・・63 0．38

O．50

｝＋・・12 33．56 ｝＋5・57 3．75

T．13
｝＋・・38

行軍後51．63％トナリ7．68％ノ減少ヲ示メセリ．

 2．「エオジン嗜好性白血球百分率

 8例中4例減少（最高1．5％，最低1・0％），4

例増加（最高3．5％，最低0．5％）ノ傾向ヲ．示メ

シ，ソノ挙均一於テ行軍前3．00％ナリシモノが

行軍後3．63％トナリ0．63％増加ノ傾向ヲ示メセ

リ．

 3．盤基嗜好性白i血球百分率

 8例中2例減少，3例不攣，3例増加ノ槻ア

リ，ソノ卒均二才テ行軍前0．38％ナリシモノが

行軍後0．50％トナリ0．12％増加ノ傾向ヲ’呈セ

リ．

 4．淋巴球百分率

 8例申6例増加（最高13．5％，最低1・0％），

1例不攣，1例減少シ（1．5％），ソノ李均二於

テハ行軍前33．56％ナリシモノが行軍後39・13％’

トナリ5．57％：噌加セリ。，    一．

 5．大輩核球百分率
 8例中5例」曾力n（最高4．5％，最低1・0％）， 3

例減少（最高2．5％，最低0．5％）ノ観アリ，ソノ

平均二於テ行軍前3．75％ナリシモノが行軍後

5．13％トナリ】．38％増加ノ傾向ヲ示メセリ．

  第2項 中性嗜好性白血球核型ノ二化

 中性嗜好性白血球核型ノ攣往日第2表ノ如

シ，自Pチ平均核藪ハ8例中6例減少（最高0．21，

最低0．03），2例増加（0．10及0．06）ノ傾向ヲ示

メシ，ソノ雫十二於テ行軍前1．930ナリシモノ

が行軍後1．865トナリ0．065減少ノ槻アリ．

 第2節牛日行軍（行軍距離i10km．）二王テ

   第1項各種白血球百分率ノ攣化

 一日行軍ニヨル各種白血球百分率ノ攣化ハ第

3表ノ如シ．

 帥チ

 1．中性嗜好性白血球百分率

 8例中4例増加（最：高14．5％，最低6．0％），

1例不二，3例減少シ（最高15．0％，最低3・0

％），ソノ卒均二於テハ行軍前50．69％ナリシモ

ノが行軍後52・75％｝ナリ2・06％ノ増加ヲ示メ

［ 25 1



26 長 澤

第2表  夜間行軍二型ケル核型ノ攣化

核   分   葉   激
番  號

姓
1

 I
h【 1【1 V 李均

囃 差

1 渡 邊
ll 珪9 33

Q7

多 占’ 2．16

Q．22
｝千・茄

2 杉 山
駕 ll 銘 § 8 2．10

P．89

｝一・・2・

3 大 塚
34
Q7

18 麹 6 8 1．87

P．97
｝＋a・・

4 竹 村
ll 麗 1塁 子 00 1．86

P．75

｝一・…

5 佐汝木
56
U0

1§ 箋 8 8 1．50
P．42 ’

騨｝一a・8

6 吉 野、 36
S0

珪1 ll 若 8 1．85

P．65
｝」a2・

7 畠 山

前後一前後一前後

憂 器 釜 呈 8 2．19

Q．14
｝一軌・5

8 山 田
12 器 16

Q0
竃 00 1．91

P．88
｝一・⑩3

卒  均
前後 32．6

R5．3
44．4
S3．3

20．6

P8．5

2．4

QtO
o・ 1，930

P，865

第3表  二日行軍＝於ケル各種白血球百分率ノ攣化

白   血   球   百   分   率
番   號

姓

行軍前後

嗜書
?倹

ｫ球
差

三白工血

ｫ球
差

嗜性球
ﾕ白
嚮

差

淋巴球

差
大球
鼈 差

1 坂 本
予後 71．5

T6．5

§二1 8 ｝ ・ 21．5

R8．0

｝＋・6・5 茎＝8 ｝一・・5

2 清 水
前後 58．5

T8．5
｝ ・ 4．5

Q．5
ト2・・ 0．5

O．5
｝ ・ 31．5

R2．0

、｝＋・・5 5．0

U．5
｝＋・・5

3 小 泉
42．0
T5．5

｝＋・3・5 3．0

S．5
｝＋1・5

00

｝ ・ 52．5

R5．5

｝一・7・・ 2．5

S．5
｝＋2・・

4 田 申
52．5

T8．5
｝＋6・・ 4．0

P．5
｝一2・5 00

｝ ・ 39．5

R5．0
｝一4・5 4．0

T．0

｝午・・

5 谷 ロ
55．0

U3．5
｝＋8・5 2．5

P．5

｝一・於5
lo・5

｝ ・ 37．0

R1．0
｝一6・・ 5．0

R．5
ト・・

6 大土呂
40．0
T4．5

2．5

P．5
ト・d・

i1・o
｝＋… 55．0

S1．5
ト・3・5 號

7｝8

清 水
34．5

Q6．5
｝一8・・ 23．5

Q6．5 io・5
｝＋・・5 39．0

S2．0
3．0

S．5

｝＋・・

大 前
51．5

S8．5
｝一3・・ 10．0

U．0
｝一4・・

11．51．0

｝一・・5 31．5
R8．5

｝＋7・・ 5．5

U．0
｝＋a5

李  均
50．69

T2．75
｝＋2蕊 6．56

T；．94
｝一α6218：濫 ｝＋…3 38．44

R6．69
4．00
S．19

｝＋・・1
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セリ，

 2．「エオジン嗜好性白血球百分率

 8例中5例減少（最高4．0％，最低1．0％），3

例増加（最高3・0％，最：低1．0％）ノ傾向ヲ示メ

シ，ソノ平均二於テ行軍前6．56％ナリシモノが

行軍後5．94％トナリ0．62％減少ノ傾向ヲ同一セ

リ．

 邑3．盤基嗜好性白血球百分率

 8例中2例増加，5例不攣，1例減少ノ観ア

リ，ソノ卒均＝於テ行軍前0．31％ナリシモノが

行軍後0．44％トナリ0．13％増加ノ傾向ヲ呈セ
リ．

 4．淋巴球百分率

 8例中4例減少（最高13・5％，最低4・5％），

4例増加シ（最高16．5％，最低0．5％），ソノ手

均＝於テハ行軍前38・44％ナリシモノが行軍後

36．69％トナリ1．75％ノ減少ヲ示メセリ．

 5．大白核球百分率

 8例中5例増加（最高2．0％，最低1．0％），3

例減少（最：高1．5％，最低1．0％）ノ観アリ，ソノ

干均二叉テ行軍前4．00％ナリシモノが行軍後

4．19％トナリ0．19％増加ノ傾向ヲ示メセリ．

  第2項中性嗜好性白血球核型ノ攣化

 中性嗜好性白血球核型ノ攣化ハas 4表ノ如

シ．帥チ卒均台数ハ8例申5例減少（最高0．07，’

最低0．q1），1例不攣，2例増加（0．18及0．06）

ノ傾向ヲ示メシ，ソノ平均昌於テ行軍前1．850

ナリシモノが行軍後1．854トナリ0．004増加ノ

第4表  二日行軍二於ケル核型ノ攣三

番 行 核 葉 敷

鋭

姓
1 1【 m IV V 李均

?c
差

坂 本
1前 54

T1
33
R7

1｝ 20 01 1．61

P．61
｝ ・ 1

p2
清 水

19
Q5

葦麦 24
Q6

葦 0’

P
2．15

Q．12
｝一…3

 3

| 4

’小 泉
21
Q3

56
S6

21
Q9

1ダ
00 2．04

Q．10

田 申
39
Q9

52
T0

920 01 00 1．75
P．93

｝＋a18

谷 ロ
31
R3

50
S6

17
Q0

呈 00 1．90

P．89
｝一q・1 5

o6－7

大土呂
ll 47

S5
19
P9

20 00 1．90

P．83
｝一a・7

清 水
怨 震 ｝1 00 00 1．72

P．66 ●
トα⑩6

8 大 前

前後一前後一前後

§る 45
T4，

1含 ？ 00 1．73

P．69 ト…4

李  均
34．8
R5．1

47．6

S5．8

16．0

P7．8

1．6

P．1

 0
O．3

1，850

P，854
｝＋・・㎝

槻アリ．

 第3節 終日行軍（行軍距離355km・）二就テ

   第1項各種：白血球百分率ノ攣化

 二日行軍ニヨル各種白血球百分率ノ二化ハ第

5表ノ如シ．

即チ

 1．中性嗜好性白血球百分率

全20例二二増加シ（最高44．0％，最：低3・0％），

［ 27 ］



長 澤．

第5表  寸胴行軍二六ケル各種白血球百分率ノ攣門

番
行 白 血 球 百 分 傘番 號

姓 嗜上

¥血
ｫ球

差
二二

ｱ血
ｫ球

差
二二球

ﾄ自
諟

差 差
大二
R核 差

1 大 牧
52．0

W5．0
｝＋33・・ 2．0

O．5

｝一・・5 ’ 00

｝・ ｝一31・5 2．5

Q．5 ｝・

2 内 田
52．0

V1．0

｝＋・9・・ 11．5
P．0 ト…5 0．5

O
｝一・・5 31．5

Q1．5
｝一・軌・ 4．5

U．5

｝＋2・・

下 申
39．0、61．5 ｝＋22・5 3．0

P．5

00

｝・ 52．0

R3．5
｝一・8・5 6．0

R．5
｝一2・5

4 渡 邊
50．0

V7．0

｝＋27・・ 0．5

O
｝一a5 0．5

O
｝一・・5 39．5 ｝一21・5 8．5

T．0

5 佐 治

前後一前後

42．0
T1．0

｝＋9・・ 2．5

O

00

｝・ 42．0
S0．0

｝一2・・ 13．0
X．0

｝一4・・

6 三田村
50．0

V2．0
／＋22』 0．5

O
1．0

O
45．5
Q3．5

｝一22・・ 3．0

S．0

7－8

水 野
51．0

V5．5
｝＋24・5 1．5

O
｝一・・5 00

｝・ 44．0
P7．5

ト26・5 3．5

W．0
｝＋4・5

小 島
32．0

V6．0

18．5

R．5

｝一・5・・ 2．0

O
42．5
P3．5

｝一〉仇・ 5．0

V．0

｝＋2・・

9 竹 内
42．0
V5．0

1．5

P．0

、！－o・5 1．5

O．5

｝一… 51．0

Q1．5
｝一29・5 4．0

P．5
｝一2・5

10 城 地
40．5

T1．0

｝＋…5ψ

24．0
P9．0

｝一5・・ 00

｝・
031．0

Q2．5
ト8・5 4．5

V．5

、｝＋3・o

11

|12

佐 野
51．0

U8．0
｝＋・7』 2．0

O．5
｝一・・5 1．0

O．5
 ’p一・・5 37．0

Q5．0
｝一・2・・ 9．0

U．0
ト3・・

宮 内
57．0

U4．0
｝＋7・・ 7．0

Q．0
｝一5・・ 0．5

O．5
｝・ 33．0

R0．5
｝一2・5 2．5

R．0
1＋・・5

13 田 中 一
52．5

V1．0
｝＋・8・5 2．0

P．0
｝一1£

00．5

36．5

Q2．0
｝一・4・5 9．0

T．5
ト3・5

14 長谷川
50．5

V6．5
｝＋26・・ 5．5

O
｝一5・5 00

｝・ 41．0

QLO
｝一2… 3．0

Q．5
｝一・・5

15 堀
一1 52．0

W0．0
｝＋28の 4．5

O．5
｝一4・・ 0．5

O．5 ｝・ 38．5

P5．5
｝一23・・ 4．5

R．5

｝一…

16 尾 形
46．5

T0．0

2．0

O
ト2・Q 0．5

Q．0

｝＋・・5 46．0
S5．0

｝一ユ・・ 5．0

R．0

｝一2・・

17

x18

竹 内
54．0
V7．0

1．0

O
｝一… 00

｝・ 41．0

Q0．5
｝一2・・5 4．0

Q．5

｝一・・5

井 上
41．5
U4．5

｝＋23・・ 5．0

R．5

｝一・・5 1．0

O
｝一… 46．0

Q8．5
｝一・7・5 6．5

R．5

｝一3・・

19
前後 55．0

V3．5
｝＋・8・5 6．5

Q．0 ト¢5 0．5

O
｝一・・5 30．5

P8．0
｝一12・5 7．5

U．5
ト…

20 清 水
60．0

U3．0
7．5

Q．5
｝一3・・ 20．0

R0．5

12．5

S．5
｝一8沿

李  均

前後一前後

48．53
U9．15

｝＋2・．62 5．43
P．93

 0
@0
?『 一 一  一 一 一  一

Z．48

O．23
39．63
Q4．00

｝一・鰯 5．90

S・71
｝一謡

［ 28 ）



行軍ニヨル血液像，殊二核型ノ攣化二就テ

第6表 絡日行軍＝於ケル核型ノ二化
核   分   葉   数番 號

姓
1 II 1∬ IV V 李均

j数
差

1 大 牧
21
R0

40
R8

36
Q6

含 00 2．21

Q．08

2－3

内 田
28
Q4

29
R6

40
R7

33 00 2．18
Q．19

｝＋・…

下 申

920

§1 ll 57 ｝ 2．38

Q．32
｝一・磁

4 渡 邊
47
T3

36
R3

｝珪 30 00 1．73

P．61
｝一…2

5 佐 治
36
R4

46 16
Q5

22 00 1．84

P．95
｝＋a・1

6 三田村 後【
39
R2

龍 13
Q1

32 00
1．80

P．93

7 水 野
25
R0

49
R8

19
Q5

77 00 2．08
Q．08

｝ ・

8 小 島
33
Q4

46
S1

19
Q8

27 00 1．90

Q．18
｝＋・・28

9 竹 内ノ
73
V6

25
P9

舞 01 00 1．29

P．30
、｝＋0・01

10 城 地
35
Q3

三三 19
Q6

15 00 1．86

Q．13
｝＋・・27

11 佐 野
前後 27

Q1
50
T2

22
Q5

12 00 1．97

Q．09
｝＋…2

12 宮 内
！髪 48

S9
、1 01 00

1．62

P．84
、｝＋0・22

13 田 中
18
Q4

55
R9

ll ’ 6

S

00 2．15
Q．ユ7

｝＋α・2

14 長谷川
68
U5

30
Q9

25 01 00 1．34

P．42
｝＋・冊

15

|16

堀

1

36
S0

麗 19
P6

圭
σ0

1．85

P．78
｝一a・7

尾 形
26
Q9

51
T1

18
P8

箋 00 2．02
P．93

17
36
Q9

43
S1

16
Q3

56 01 1．84

Q．18
｝＋a34

13： 井 上
26
R2

50
Sブ

21
P9

32 00 2．01

P．91
｝一・・1・

19 森
19
R2

59
S9

21
P9

10 00 2．04
P．87

｝一…7

20 清 水
38
S3

49
S1

12
P6

10 00 1．76

P．73
｝一…3

李  均
33．1

R4．3

45．6

S1．2

18．8
Qユ．6

1：8｝8：｝ 1，894
?C935

「｝＋0・041

L 29 ）

”



so 長 澤

ソノ平均二三テモ行軍前48．53％ナリシモノが

行軍後69．15％トナリ20．62％ノ顯著ナル増加ヲ

示メセリ．

 2．「エオジン嗜好性白血球百分率

 全20例三二減少シ（最高15．0％，最低05％），

ソノ子笹＝於テ行軍前5．43％ナリシモノが行軍

後1・95％トナリ3．50％減少ノ傾向ヲ示メセリ．

 3．盤基嗜好性白血球百分率

 20例中8例減少（最高2．0％，最低0．5％），10

例不攣，2例増加（1・5％及0・5％）ノ観アリ，ソ

ノ亭均二野テ行軍前0．48％ナリシモノが行軍後

0．23％トナリ0．25％減少ノ傾向ヲ示メセリ．

 4．淋巴球百分率

 20例中19例減少（最高31．5％，最低1．0％），

1例増加シ（10・5％，但シコノ第20例清水ハ余

ノ傳令亦シテ時々自縛車ヲ使用セシメ且血液槍

査ノ助手トシテソノ準備ノ爲メ行軍絡了ノ時

三二着地二先行セシメタリシヲ以テ比較的蓮動

量ノ少キモノナリ）， ソノ亭均＝於テ行軍前

39．63％ナリシモノが行軍後24．00％トナリ15．63

％ノ予予ナル減少ヲ示メセリ．

 5．大箪核球百分i率

 20例中6例増加（最高4．5％，最低0．5％），1

例不攣，13例減少（最高8．0％，最低0．5％）ノ観

アリ，ソノ準均＝於テ行軍前5．90％ナリシモノ

が行軍後4．71％トナリ1．19％滅少ノ傾向ヲ呈セ

リ．

  第2項 中性嗜好性白血球核型ノ二化

 申性嗜好性白血球核型ノ攣化ハ第6表ノ如

シ．帥チ平均平門ハ20例中8例減少（最高0．13，

最低0・03），1例不屈，11例増加（最高O．34，最：

低O・Ol）ノ傾向ヲ示メシ，ソノ李均二於テ行軍

前1・894ナリシモノが行軍後1．935トナリO．041

増加ノ観アリ．

 第4節 宿泊行軍（行軍距離第1日29．5km．，

  第2周15km．，第3日26．5km．）二就テ

   第1項 各種白血球百分…率ノ攣化

 宿泊行軍ニヨル各種白血球百分率ノ攣化ハ第

7表ノ如シ．

 帥チ

  1．中性嗜好性白血球百分牽

 行軍第1日二於テ4例共二増加シ二二行軍前

5斗．88％ナリシモノが行軍後78・63％トナリ23・75

％ノ顯著ナル増加ヲ示メシ，行軍第2日二二テ

4例中2例増加（155％及3．0％），2例減少シ

（2．0％及3．5％），ソノ挙均二於テ行軍前56・25％

ナリシモノが行軍後5950％トナリ3．25％ノ増

加ヲ呈シ，行軍第3日二於テハ4例中3例増加

（最高17．5％，最：低11・0％），1例減少（2・0％），

ソノZF均＝於テハ行軍前52．00％ナリシモノが

行軍後61．63％トナリ9．63％ノ増加ヲ示メセリ．

 而シテ各宿泊＝ヨリ前日ノ行軍ニヨレル百分

亀率ノ二化ハ翌朝出獲時ハ二二概ネ恢復シアリ．

 2．「エオジン嗜好性白血球百回忌

 行軍第ゴ日＝於テ4例共二減少シ干均行軍前

6．13％ナリシモノが行軍後1．13％トナリ5．00％

減少シ，行軍第2日二三デ4例中3例滅少，1

例増加シ平均行軍前4．38％ナリシモノが行軍後

2．88％トナリ1．5％減少シ，行軍：第3日二於テハ

4例中2例減少，2例増加シrp均行軍前3．88％

ナリシモノが行軍後2．S8％トナリ1．00％減少ノ

傾向ヲ示メセリ．

  3．旧基嗜好性白血球百分率

 行軍第1日二於テ4例中2例減少，2例不二i

ニシテ雫均行軍前0．38％ナリシモノが行軍後0

％トナリ0．38％減少ノ傾向ヲ示メシ，行軍第2

日＝於テ4例中1例減少，3例増加シ卒均行軍

前0．38％ナリシモノが行軍後0．88％トナリ0．50

％ノ減少ヲ呈シ，行軍第3日二型テハ4例中1

例減少，2例不二，1例増加シ平均行軍前0．13

％ナリシモノかそ揮後0．13％トナリソノ攣化ハ

不二ナリ．

  4．淋巴球百分率

 行軍第1日二字テ4例二二減少シ平均行軍前

32．63％ナリシモノが行軍後14．88％トナリ17・75

％ノ顯著ナル減少ヲ示メシ，行軍第2日＝於テ

 4例中3例減少，1例増加シ二丁行軍前32・50

％ナリシモノが行軍後30．13％トナリ2．37％ノ

減少ヲ呈シ，行軍第3日二丁テハ4例中3例減

少，1例増加シ『二均36．63％ナリシモノガ30・88

［ 30 ）



行軍ニヨル血液像，殊二核型ノ饗化二就テ 3ユ

％トナリ5．75％ノ減少ヲ示メセリ．

 而シテ各宿泊ニヨリ前日ノ行軍ニヨレル百分

率ノ攣化ハ翌朝出厭日ハ既一概ネ恢復シアリ．

 5．大軍核球百分率

行軍第；1日＝：於テ4例中2例減少，2例増加

シ雫均行軍前6．00％ナリシモノが行軍後5．38％

第7表  宿泊行軍ニヨル各種白血球百分率ノ攣化

白   血  馬球   百   分   率番   號

姓

行軍日 行軍前後

嗜白
?倹

ｫ球
差

嗜白工血

ｫ球
差 阜

嗜四球
?抽

血�
�

巴球�

�
球辱軍

j�

1日�

中後� 8．06

X．57

T．5�

＋21・5｝

{6・・�

2．55

D53

D5�

一7・・｝

黷Q・・�

．00

O�

一…｝

E�
2．51

U．01

R．5�

一1ε5｝

黷Q・5�

．09

D07

D5�

＋3・・｝

黶E・5

�

    原�

2日�
後� 7．56

R．0�

．05

D5�
｝一3・5� ．51

D0�
・・5� 9．52

Q．0�

3．58

D5�
一5』

3日�
後� 8．56

O．5�
＋・2・・� 0．55

D5�
一5・・� 0�

・�
4．02
X．5�

一4・5  ノ� ．04

D5�
一2・5

1日�

中後一前後�

1．58

O．07

S．0�

＋18・5｝

黷U・・�

．0「00�

…｝

E�
00�

 ・｝

E�
1．01

T．51

W．5●�

15港｝

{翫・�

．54

D57

D5�

2・・｝

{3・・

�

    本�

2日�
7．06

T．0�
一2・・� ．01

D0�
．50

�
一・・5� 6．02

S．5�

＿1邉） 、� ．59

D5�
＋5・・

3目 

A�

後� 7．56
W．5�

＋・…�
1．0�

＋1・・� ．50

�
一己5� 5．02

V．5� 7・5� ．03

D0�
一4・・

1日�

3．08

P．07

X．5�

＋28・・｝

黷Q・5�

．00

D51

D0�

6・5｝

{・・5�

．50

O�

5．01

T．51

U．0�

一・9・5｝

{・・5�

．5「

R．03

D5�

一・・5一1＋・・r

�

    田�

2日�
7．55
O．5�

＋3・・� ．53

D5�
＋…�

1．5�

＋・・5� 6．03
X．0�

7・・� ．05

D5�
！＋1・5

3日�
7．06
S．5�

．52

D0�
＋・・5� 0�

・�
3．52
W．0�

 茎｝黷P5。5� ．05

D5�
一3・5

1日�

7．07

U．08

T．5�

十19．0）｝＋9・5� ．02

D00

�

2・・ト

Q・・�

0’0�

・｝

E�
2．01

W．01

P．5�

一・4・・｝ ．04

D0ρ♂3．0�

一3・・｝

黶c

�

    歌�

2日�
3．05
X．5�

．01

D5�
．5L

n�
＋・・5� 8．53

T．0�
＋7・5� ．03

D0�
・一…

3日�
5．05

R．0�
一2・・� ．53

D0�
一・・5�

0．5�

＋・・5� 4．03 ＋4・5� ．55
㍉1

1日�

申後『前後� 15S．887

U．637

W．63�

＋21．75」｝＋2…� ．132

D◎01

D13�

一生・3｝

黶E・87�

．38 

O 

O�

0．38ノ｝・� 2．63、16．251

S．88�

．005

D135

D38�

・・87｝

{・・2
    均�

2日�
6．255
X．50�

＋3・25�．382
D88�

一・・5� ．380

D88�
＋・・5・� 2．503

O．13�
一2・37�．506

D63�
＋…

3日�
1後� 2．006

P．63�
｝＋軌63�．882

D88�
・…� ．130

D13�・� 6．633
O．88�

一・・75�．384

D50�

 31 ］



32 長 澤

トナリ0．62％減少シ，行軍第2日二十テ4例中

2例減少，2例増加シZF均行軍前6．50％ナリシ

モノが行軍後6．63％トナリ0．13％増加シ，行軍

第3日二十テハ4例共二減少シ平均行軍前7．38

％ナリシモノが行軍後4．50％トナリ0．88％減少

ノ傾向ヲ示メセリ．

番

號

1

2

3

4

t

‘

姓

原

橋

本

藤

田

和

h

歌

行

軍

’日

第8表  宿泊行軍二於ケル核型ノ攣千

振

第1・日

第2日

第3日

第1日

第2日

第3日

第1日

行
軍
前
後

前

申
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  第2項 中性嗜好性白血球核型ノ攣化

 宿泊行軍二於ケル中性嗜好性白血球核型ノ攣

化ハ第8表ノ如シ．

 帥チ雫均核撒ハ行軍第1日二十テ4例共二減

少シZF均行軍前1．790ナリシモノが行軍後1．675

トナリ0．115減少シ，行軍第2日二於テ4血中

1例減少，3例増加シ革均行軍前1．718ナリシ

モノが行軍後1．773トナリ0。055増加シ、7行軍第

3日二於テ＼4例中1例減少，3例増加シ二二

行軍前1．700ナリシモノが行軍後1．698トナリ

0．002減少セルノ槻アリ．

      第3項 小  括

 宿泊行軍二於ケル各種白血球，殊二三性嗜好

性白血球及淋巴球ノ百分率並二中性嗜好性白血

球ノ雫三面藪ノ攣化ヲ総括スレバ第9表及第1

圏ノ如シ．

 師チ中性嗜好性白血球百分率ノ攣化ハ行軍第

1，第2及第3日共二増加ヲ示メシ，第2及第

3日ハソノ攣化僅少ナルモ第1日最モ顯著ナ

リ．而シテ各行軍ニヨル百分率ノ二化ハ宿泊＝

ヨリ夫々概ネ行軍前二於ケル百分率二迄恢復シ

アリ．

 淋巴球百分率ノ攣化毛亦行軍第1，第2及第

3日共二減少ヲ示メシ，第2及第3日ハソノ攣

化僅少ナルモ第1日最モ二品ナリ．而シテ各行

軍一幅ル百分率ノ攣化ハ宿泊ニヨリ夫k概ネ行

軍前＝於ケル百分十二十恢復シアリ．

 「エオジン嗜好性白血球，盤基嗜好性白血球及

大軍核球百分率ノ攣化ハ増減著シキ観アルモ，

コハ誤差法則的見地ヨリソノ数値ノ有意義性少

キモノト謂フベシ．

 中性嗜好性白血球ノ雫均核藪ノ攣化ハ行軍第

1及第3日ハ減少シ，第2日二於テハ増加ノ傾

向ヲ示メスモソノ白化イヅレモ僅微ナリ．

第1圖 宿泊行軍二於ケル中性嗜好性

 白血球及淋巴球ノ百分率並二中性

 ロ替好・kll白血球ノ『F均核数ノ攣イヒ

       、 申性嗜好性自血球百分拳
    囎一一輔韓一一噂淋巴球百分奪

    一一一一李均核鼓

？

鑑

色

i60

140

1r20

100

80

60

40

 ら第9表  宿泊行軍二於ケル名種白血球百分率並＝

   中性嗜好性白血球平均核数ノ攣化ノ総括

（4例卒均，行軍第1日二三ケル行軍前ヲ100トセル百分率）

行軍日

雲霞 1嗜白百ノ中町分攣性球率化
嗜客分饗工球率三白百ノ

嗜白百ノ
ｿ血些些
誾?ｦ化

巴分骨
?ｦ化

淋百ノ大球率化
@  軍百ノ
@  核前転

雫数化
ﾏノ
j痩

第1日

前中後 100．0、139．6

P43．3

100．0

R2．6

P8．8

100．0

@ 0

@ 0

ユ00．0

S9．8

S5．6

100．0

A 85．5

@89．7

100．0

X4．1

X3．6

第2日
前後 102．5

P08．4

71．5

S7．0

100．0

Q31．6
99．6 108．3

P10．5
96．0

X9．1

第3日
前後 94．8

P12．3

63．3

S7．0

34．2

R4．2

100．0
X4．6

123．0
V5．0

95．0
X4．9
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第3章総括並＝考按
 以上総括スルニ健康ナル鯖江陸軍病院衛生兵

ヲシテ概ネ1時間4km．ノ速度ニテ種々ノ行軍

ヲ實施セシメ行軍直後ソノ白血球ノ攣化ヲ槍セ

ルニ，ソノ成績ハ第10表及第11表並二第2圖二

示メスが如シ．

 印チ申性嗜好性白血球百分率ハ行軍距離7．2

km．＝於テ著明二減少スルモ，10km．，15km．ニ

テ僅力二増加シ，20km．，26．5km．，29．5km．，35．5

km．二到リテハ顯著ナル増加ヲ示メシ，淋巴球

百分率ハ反封二7．2km．二戸テ著明二増加スル

モ，10km．，15km．ニテ僅カニ減少シ，20km．，

26．5km．，29．5kln．，35．5km．＝到りテハ顯著ナル

減少ヲ呈ス．．

第10表 各種行軍二於ケル中性嗜

 好性白血球及淋巴球ノ百分率

 並二ZF均核撒ノ増減ノ総括
（行軍前ヲ100トセル百分率ノ増減）

   ・
s軍種類 行軍距離

嗜白百ノ
?兼��
ｫ球率減

淋百ノ

b分増
?ｦ滅

亭数滅
ﾏノ
j増

夜間行軍

酷厓s軍

I日行軍

7．2km．

P0．Okm．

R5．5km．

一13．0

¥4．1
¥42．5

十16．6

|4．6
Q39．4

一3．4

¥〇．2

¥2．2

宿泊行軍

第1日
20．Okm．

Q9．5km．

十39．6

¥43．3

一50．2

|54．4

一5．9

|6．4

第2日

謔R日

15．Okm．

Q6．5k加．

十5．8／

¥18．5

一7．3

|15．7

十3．2

|0．1

第11表 各種行軍距離二於ケル各種白血球百分率ノ増減ノ総括

          （十ハ増加，一ハ滅少）
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白 巴 球 十 一 一 一 一 脚 一

大軍核球 十 十 十 一 一
二

一
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「エオジン嗜好性白血球百分i率ハ7．2km．＝於テ

ハ増加ノ傾向ヲ出納スモ，10km．，15km．，20km．，

26・5km・，29・5km・，35．5km．二面リテハ減少ノ傾

向ヲ呈シ，盤基嗜好性白血球百分率ハ7．2km．，

10km，， r5km．二藍テハ増加ノ傾向ヲ示メスモ，

 ア20km．，26．5km．，29．5km．，35．5km．二到リテハ減

少ノ傾向ヲ呈シ，大軍核：球百分率ハ7．2km．，10

km．，15km．二於デ〉・増加ノ傾向ヲ示メスモ，20

km．，26．5品目．，29．5km．，35．5km．二到リテハ減’

少ノ傾向ヲ呈ス．

 中性嗜好性白血球ノ卒均核数ハ7．2km．，20

km．，26．5km．，29．5km．ニチハ僅少減少ノ傾向ヲ

示メスモ，10km．，15km．，35．5km．二於テハ僅微

増加ノ傾向ヲ呈ス．帥チ増減不定且ツソノ攣化

仁恵メテ些少ニシテ誤差法則的見地ヨリ有意義
       ご
ナル攣化ヲ呈セザルモノト乱訴シ得．

 要スルニ行軍ニヨル白血球像ノ二化ハ

 1．短距離ノ行軍ニチハ中性嗜好性白血球百

分i率ハ減少シ淋巴球百分率ハ増加シ，長距離ノ

行軍ニチハ中性嗜好性白血球百分率ハ増加シ淋

巴球百分率ハ減少ス．

 而シテソノ攣動ノ境界ハ概ネ10km・ナリ．

 2．「エオジン嗜…好性白血球，旧基嗜好性白血

球及大忌核球ノ百分率ハ短距離ノ行軍ニチハ増

加ノ傾向ヲ示メスモ，長距離ノ行軍ニチハ減少

ノ傾向ヲ呈ス．

 3．雫均核敷ノ二二ハ僅少ニシテ概ネ徳化ヲ

呈セザルモノト見倣シ得．

 4．1日ノ行軍＝ヨル白血球ノ攣化ハ宿泊ニ

ヨリ二二概ネ全ク恢復シァリ．

ノ如ク要約シ得．

 文ma ＝徴スルニ， Zuntz u・Schumburg氏
  へ（1895）ハ兵士ノ6時間行軍後高血球数ハ43％二

増加シ，殊二中性嗜好性白血球ノ増加最モ著シ

ク，之二反シテ淋巴球ハ百分率二於テ減少セル

竜維証紙二於テハ著シキ増減ナク，「エオジン

嗜好性白血球ハ百分率，絶乱数共昌減少スルヲ

認メ，Waldmann氏（1923）ハ30km・（所要時間

4時闇）ノ蓮搬行軍二於テ中性嗜好性白血球ノ

増加及淋巴球ノ減少ソノ他ヲ學ゲ，Egoroff氏

（ig24）ハ10km．行軍後白血球総数増加，中性嗜

夢牲白血球百分率増加，淋巴球百分率減少及核

左：方移動ノ数値ヲ記載シ，最近今井氏（1941）ハ

海軍兵ノ登山行軍（800m．＋5kln．）後中性嗜好性

白血球百分率ノ増加，「エオジン嗜好性白血球及

淋巴球百分率ノ減少ヲ認メ，平均高山ハソノ攣

化殆ド偶然誤差ノ範團内ニアルモ（10例中9例）

全髄トシテバ僅少乍ラ増加，帥チ核右方移動ノ

傾向ヲ認ムトセリ．

 1925年Egoroff氏ハ筋肉蓮動二三スル白血球

像ノ三二ヲ3相二分チ，第1相（Lymphozytare

Phase）ニチハ淋巴球ハ百分率及口封二二於テ共

同増加シ，中性嗜好性白血球ハ紹封数二二リ

ナキカ叉ハ却ツテ減少シ，第；2相（Nentrophile

Phase）ニチハ白血球総数ノ増加ト共二中性嗜好

性白血球ハ著シク増加シ，而モ核左方移動ヲ呈

シ「エオジン嗜好性白血球藪及淋巴球心ハ減少

シ，第；3相（Intoxikationsp1跳e）ハ極メテ強度ナ

ル筋螢作及盧弱ナル生母二於テノミ観察サル・、

モノニシテ之ヲ更二2型二分チ，第1型（Re－
9・…ati・e・Typ・・）・・白血球総藪ノ増加著シク

淋巴球バー暦減少シ「工牙ジン嗜好性白血球ハ

認メラレズ著明ナル核左方移動ヲ呈シ，第2型

（Degenerativer Typus）ノ・白血球絡数ノ減少特徴

ニシテ白血球ハ種々ノ退行性二化ヲ認メジ叉幼

若白血球モ出現スト云ヘリ．

 余ノ成績二於テハ各種白血球百分率ノ二化ハ

先人ノ業績ト概ネ相一致セルモ，平均核数二二

シテハソノ攣化不攣トナリタリ．   ・

 牧野氏ハ家兎ノ假性エオジン嗜好性白血球ノ

核型ノ日差ヲ槍シ牢均核：藪ハ2．20→2．34ノ右方

移動ヲ來ストシ，小野田氏モ亦家兎ノ素性エオ

ジン嗜好性白血球二人ノ中性嗜好性白血球ノ核

型ノ日差ヲ検シ，李均核藪ハ夫々2．33→2．63，

2．72一・2．89及2．38→2．54，2．63→2．88ノ右方移動

ヲ來ストセリ．

                   ノ 果シテシカラバ余ノ行軍ニヨル核型ノ攣忌日

於テハ斯カル日差ニヨル核型ノ激化ヲ考慮シテ

補IEヲ加フベキナリ．シカシ爾氏ノ核型ノ槍査

一高ラク連結橋ニヨル假性分葉ヲモ算定セルナ

C 35 ］
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ランモノニシテ嚴密二連結Pt ＝＝ヨル素性分葉ヲ

ノミ算定セルモノニ非ズト思考セラル．依ツテ

余ハ鼓二刀天オスミウム記法ニヨル所謂標準法

ニヨリ再槍討スルノ要ヲ認メ，健康衛生兵2名

二就キ普通勤務時二於ケル日差ヲ槍シタル昌次

ノ如シ．

白血球百分率 核 分
姓 時  間

N E B ：L M 1 1正 班

午前冗時 50．0 0．5 0 44．0 25 44 29

〃 10時 59．5 1．5 0．5 33．0 5．5 26 42 30

山ロ 午後1時 65．0 0．5 0 29．0 5．5 ，25 37 31

〃 4時 62．5 1．5 0．5 32．5 3．0 22 45 ．28
、

〃 7時 51．0 0．5 0．5 39．0 9．0 21 46 29

午前7時 36．5 2．5 0 56．0 5．0 餌 39 33

〃 10時 49．0 2．0 1．0 41．0 7．0 15 ’52 25

田申一 午後1時 49．5 1．5 0 43．5 5．5 17 51 28

〃 4時 45．0 2．5 0 43．0 4．5 16 42 38

〃 7時 34．0 3．0 1．0 59．0 3．0 11 56 31

午前7時 43．25 1．50 0 50． 5．25 24．5 41．5 31．0
ワ

〃 10時 54．25 1．75 0．75 37．00 6．25 20．5 47．0 27．5

ZF均 午後1時 轟7．25 1．25 0 36．25 5．50 21．0 44．0 29．5

〃 4時一 53．75 2．00 0．25 37．75 3．75 19．0 43．5 33．0

〃 7時 42．50 1．75 0．75 49．00 6．00 16．0 51．0 30．0

 EPチ標準法聞事リテモ核型ノ日差一極メテ痕
跡的ナル核右方移動ノ娠向ヲ認ムルモ殆ド之ヲ

確認シ得ザル程度ニシテ，從ツテ補正ヲ加フル

ノ要ナキコト、ナルナリ．

 ：妓二注目スベキハ核型ノ生理的攣動ハ疾病時

ノ出動或ハ個人的差異ノ甚ダ顯著ナルニ比シ，

極メテ僅微ニシテ殆ド攣動ヲ呈セザルモノト見

徹シ得ルコトニシテ，コハ核型ヲ以テ艦質ノ表

徴（Stigma）ト見倣シ之ヲ測定スルニ甚ダ有月j

ナルヲ示メスモノナリ．

 余ノ行軍例二於テハイヅレモ顯著ナル核型ノ

攣動ヲ來サザリシバ，研究樹象タリシ鯖江陸軍

病院衛生十一日常ヨク訓練ヲ重ネ膿汁優秀ナリ

シ＝加フルニ，ソノ行軍速度概ネ1時間4km．

ニシテコハ皇軍行軍ノ通常速度トシテ規定シア

ルモノニシテ，且ツ余自ラ指揮宮トナリソノ他

行軍衛生ノ萬全ヲ期シタリシ爲メナラン．

 帥チ核型ノ言動ヲ來サザル貼ヨリ逆二，皇軍

兵士ノ艦力優秀ナルヲ又皇軍規定ノ1時闇4km．

ノ行軍速度ソノ他ノ行軍衛生法ハ極メテ適切ナ

葉

Iv

1

2

7

5

4

4

7

4

4

2

2．5

4．5

5．5

4．5

3．0

ルヲ謹シ得ルナリ．

敷

v
1

1

O．5

0．5

卒均丁数

 2．14

 2．08

 2．20

 ガ 2．16

 2．16

2．17

2．26

2．19

2．30

2．24

2．155

2．170

2．195

2．230

2．200

日 差

2．14

 ・

2．20

 u

十〇．os

2．17

 1

2．30

 il

十〇．13

2．155

 ；

2．230

 il

十〇．075

 シカレドモ急行軍時（宿泊行軍第1日前牛）或

ハ虚弱兵ト見倣サル・モノニ於テ又宿泊日数ヲ

重ヌルニ從ヒ僅カニ核左方移動ノ傾向ヲ推知セ

シムルモノァリ．
 う
 從ツテ十二激シキ長距離ノ行軍ヲ連言的二實

施スルナランニ聖心二訓練セザル艘力薄弱ナル

者＝於テハEgoroff氏ノ如ク核左方移動ヲ來ス

コトアルモノト推定ス．

 以上ノ如ク考察ヲ巡ラシタル後余目蝕昌 、

Egoro任氏ノ第2相（Nentrophile Phase）ヲ氏ノ

第3相（lntoxikationsphase）二微ヒ，更二2型二
                   び分チ，第1型ヲ非核移動型（Nicht－Kernverechie－

bungstypus），第2型ヲ核移動型（Kernverschie－

bungstypus）ト稻セントス．

 勿論第2型核移動型ハ第1型非核移動型二追

随シ，第1型非核移動型ハ第孝型核移動型二先

行スルコトァルハ言ヲ因由ザルナリ．

 撮テ筋肉運動ニヨル白血球像，殊二白血球歎

増加ノ原因二關シテハMUIIer高等ハ白血球ノ

【防 】
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移動くVerschiebung）ヲ以テ読明シ， Grawitz氏

ハ筋肉蓮動ニヨル淋巴管ノ器械的璽迫及化學的

新陳代謝産物ニソノ原因ヲ蹄ヤルモ（myogen），

一般＝白血球増多，殊＝中性嗜好性白血球増多

ノ褒生機韓二關シテハ古來諸読紛々タルモノア

リ．今之等ヲ整理分類スルニ大髄次ノ如シ．

 11二丁白血球増多一分布性叉ハ移動性白血

   球増多読

    （1）  示申i繕≦性調節読

    （2）化學的調節読

 2．眞性白血球増多一一va血器（骨髄）機能出面

   性白血球増多読

    （1） 歯磨性調節読

    （P）  イヒ學向勺訂苛重価読

 更二叉祠1経性調節論ハ末梢紳経性調節読及中

椹一台性調節十二，化學的調節門門内分泌性調

節論酸盤基rp衡失調読ソノ他二細分シ得

 伺特別ナ調節臓器トシテハ骨髄ノ外＝肝臓・

脾臓・肺臓等が主張サレヲレリ．

 而シテ多クノ生理的白血球増加ハ移動性ノモ

ノ｝認メラレタルモ，殊≧核移動ノ盛二研究サ

                   くル・転記ツテ品等ノ中核左方移動ヲ呈スルモノ

多シトノ理由ヨリ漸次ソノ範園モ縮小サレタル

ノ観アリ．帥チ勝沼氏ハ純粋ナル分布性白血球
                     
過多症が猫立二成立スルモノナリや否や甚ダ疑
           

ヒナキ能ハズトシ，武藤氏モ亦コノ：方面ノ研究

二就テハ全ク實種壷ザルヲ以テ云々スルコトヲ

得ザルモソノ存在ヲ疑フモノナリトセリ．

 大月玉江11匹ノ家兎二就キソノ禮内各部二於

ケル假性エオジン嗜好性白血球ノ平均核数ヲ検

シ，同一個髄ニアリテハソノ末梢血管血液（耳

静脈）ト骨髄ヲ除ク他ノ各種ノ内臓血液相図二

確然タル差異ヲ認ムルコト能ハズ，只ダ各臓器

血液ノ平均核数（％）ヲ全盟トシテ見ルトキハ脾

臓・肝臓等二於テ僅カニ平均核数ノ多キ傾向ヲ
                                       

示メシタリトシ，耳静脈血液内白血球ノ核型ハ
                の
ヨク當該個艦ノ全艘的核型ヲ示メスモノナリト

結論セリ．創端竃馬ノ数値ヲ揚ゲンニ

耳隠1討 耳寧 肺 左心室 右心室 肝 肝 門 脾 脾 脾 腸間 腸間 腎 股 股 骨？ 骨髄

（ ぺ11 翻術 榔術 穿 開 穿 開 静 静 動 膜 膜 翻 動
ツ 繍

脈聾照 脈恵、臓
刺 胸 刺一 胸一 臓一 脈 脈一 臓 脈 脈

静脈一 動脈

臓一 脹 脈
壷と 色

均

一一一一 一 一｝『 一） 100 98 95 98 92 100 93 102 94 100 103 102 100 98 94 98 98 ，95 70 86

ノ如シ．

 而シテ余ノ行軍二於ケル研究域績二於テハ核

移動ヲ見ザリキ，斯カル黙ヨリ考フルトキハ

少クトモカ・ル状況二於ケル行軍一流ル白血

球像ノ攣動ハソノ主因ヲ軍ナル白血球ノ移動
             
（Verschiebung）ユ露セザルヲ得ザルナリ．シカ

レドモ余ハ行軍或バー般二筋肉蓮動二於ケル白

血球攣動ノ総テヲ移動ニヨルモノトハ思考セ

第 1 相
しymphozytelre
 Phase

 第2相
し Nentrophile

  Phase

ズ，更二激シキ行軍ソノ他ノ筋肉蓮動二品テハ

核左方移動ヲ呈スルモノアルナラント豫想スル

モノニシテ，顯著ナル核左方移動ヲ呈スル以前

二核左方移動ヲ呈セザル時期存スルモノト思惟

スルモノナリ．

 今筋肉蓮動二於ケル白血球主動ノ護生機韓ヲ

・余ノ考察＝於テ模型的♂示メセバ次ノ如シ．

  ・

冨機械的歴
i迫ソノ他
ノ 子

  第1型
  Nicht－
Kernverschiebungs－
   typus
   ，

一

肝・ ソノ
他内臓血液
ノ末梢ヘノ

  第2型
Kernverschiebungs”
   typus

   ，

．
骨  髄
血1液ノ
動  員

      第3相
     Intoxikations－
       P野・・e

  第1型    第2型
 Regenerations一一 Degenerations一一

   typus typus
    l一一一 s

一賊一蹴］
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 尚之等ノ機韓ノ過程ハ各々乱立三二解離シテ

働クコトアリ得ルモ叉一部二重ナリテ働ク場合

モ存スルナラン．又二二白血球ノ輩ナル移動

（Verschiebung）ト稻iスル｛，コハ少クトモ骨髄

細胞ノi新生ハ除外シ得ルモ，コノ中ニハ肝・脾・’

肺ソノ他ノ内臓血液ノ末梢ヘノ移動二加フルニ

骨髄血液ノ動員ヲモ含メテモ可ナリト思考ス．

 而シテ二二白血球ノ核移動二二シテハ，骨髄

ソノ他言外二血液ソレ自膿二二テモ二丁ノ種々

ナル作用因子ノ存スルナランコFモ思考セラ

ル．

 以上ハ軍ナル考察二過ギザルモノニシテ白血

球攣動ノ稜生機轄二關シテハ更二將來ノ千三ナ

ル研究二倹ツコト大ナルモノァリ．●

 術余ノ別著”疾走鋤鍋ル血液像，十二核型ノ

丁丁二野テ〃二於テ述べンが如ク，百分率二於

テ中性嗜好性白血球減少シ淋巴球増加シ白血球

ノ核移動ハ呈セザルが如キ程度ノ蓮動ハ健康

増進二丁目テ適二二爲ナルモノナラント思考

シ，軍除生活者ヲシテ毎朝起床後1000m．疾走
         ノヲ数ケ年間二二二二セシメタル所，二二二三

上，殊二積極的健康及禮力増進二三ダ有釜ナル

結果ヲ得，更＝1000m．疾走ノミナラズー般二

斯カル白血球像ノ二化ヲ來スガ如キソノ他ノ蓮

動ハ保健法トシテ有釜ナルモノナラント推論セ

リ．           一

 斯カル見地ヨリシテ1時間4km．速度ノ行軍

二於テモ概ネ10km．迄ノ行軍ハソノ蓮績實施ニ

ヨづ保健上極メテ有釜ナルモノト思考スルモノ

ナリ．

結

 1．健康ナル兵士ヲシテ概ネ1時間4km．ノ

速度ニテ種々ノ行軍ヲ實：施セシメ，行軍直後ソ

論

ノ白血球ノ攣化ヲ検セルニ，各種白血球百分率

ノ増（＋）減（一）ハ次ノ如シ．

行 軍 距 離 7．2km． 10km． 15km． 20km．
26．5km．1四．5、m．

35．5km．

中性嗜好性白血球 騨 十 十 十 十 十 十

「エオジン嗜好性白血球 十 口 一 一  ，
「    ＿

一
L

藍基嗜好性白血球 十 十 十 、 一 ± 一 一

品   巴   球 十 一 一 一 一 一 一

大  軍  核  球 十 十 十 一 一 一 一

 2．帥チ短距離ノ行軍ニチハ申性嗜好性白血

球百分率ハ減少シ淋巴球百分率ハ増加スルモ，

長距離ノ行軍ニチハ中性嗜好性白血球百分牽ハ

増加シ淋巴球百分率ハ減少ス．而シテソノ攣動

ノ；境堺．ハ概ネ10km．ナリ．

 3．「エオジン嗜好性白血球，盤基嗜好性白血

球及大翠核：球ノ百分i率ハ短距離iノ行軍ニチハ増

加ノ傾向ヲ示メスモ，長距離ノ行軍ニチハ減少

ノ傾向ヲ呈ス．           ，

 4．中性嗜好性白血球平均三二ハ概ネ二化ヲ

呈セX’。，

 5．1日ノ行軍ニヨル白血球像ノ攣化ハ宿泊

ニヨリ概ネ恢復ス．

 6．二三ル二二ノ行軍ニヨル白血球像ノ攣

動ハソノ主因ヲ箪ナル白血球ノ移動（Verschie・

bung）二蹄スペキナリ．

 7．筋肉二二二二ケル白血球像ノ反慮二二ス

ルEgroff氏ノ第2相（Neutrophi】e Phase）ヲ更二

二1型一非核移動型（Nicht－K：ernverschiebung－

stypus）ト第2型一丁移動型（Kernverschiebung・

stypus）トニ分ツ可キヲ提唱ス． 一

 8．1時間4㎞．ノ行軍速度ハ行軍衛生上門

門テ三二ナリ．

 9．概ネ10km．迄ノ行軍ノ連績實施ハ保健上

【銘 】
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有釜ナルモノト思考ス．

 （御懇篤ナ’yレ御指導ト御校閲ヲ賜りシ恩師杉山敢

授二深甚ノ謝意ヲ捧グルト共＝s鈴木・藤井・河原

ノ各病院長殿二敬意ヲ表ス）．
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